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時をほぼ同じくして刊行された “The Chinese Drama”
には、以下のような記述が見える。
　Historical development: The leading Japanese 
authority on our subject declares that the Chinese 



















　1929 年に出版された “Mei Lan-Fang，Foremost Actor 
of China” という本 1 に、以下のような記述がある。
　The Crown Prince and princess of Sweden: While 
visiting Japan, the crown prince of Sweden, Gustavus 
Adolphus, and the crown princess, Louise Alexandra, 
have heard so much of Mr. Mei’s art that, on their 
arrival in Peking, they informed the legation that they 
desired to attend a performance by the Chinese actor…
It was on an evening of October in 1926; The corridors 
of the Mei gardens…at 10 p.m. the two dramas The 




















































































































2012 年に建てられ、高さは 634m であり、今現在、世
界一高いタワーである。東京スカイツリーの足元は三角
形になっており、上にいくほど細くなり、円柱の形にな
る。タワーの構造は日本の国宝の１つである “ 五重塔 ”
に似ていて、主に地震と強風を防ぎ止めることに効果的
だそうだ。夜になると、トップと２つの展望台がライト
アップされ、白い光で照らされると、まるで日本を象徴
する富士山の山頂の積雪を思わせる。
　東京スカイツリーの設計には、モデルとなったものが
存在したのだろうか。大地に突き刺している日本刀であ
るという説もある。確かに日本は武士の伝統が長く、刀
近世日本の尼寺：「駆け込み寺」東慶寺と
「比丘尼御所（びくにごしょ）」制度
Nicolette Lee
（ブリティッシュコロンビア大学）
出版されているご自身の研究資料を頂いた。英語の研究
資料だけで東慶寺について十分な研究を行ったつもりで
いたならば、私は大きな間違いを犯すところだった。私
はこの面会の機会が得られたこと、そして新たな資料を
入手できたことを嬉しく思う。
　次に、比丘尼御所制度の研究に関して、私は京都と神
戸に小旅行をし、近世の比丘尼御所研究の分野で第一人
者である方たちに会いに行った。京都では、尼寺大聖寺
の支院である大歓喜寺の中にある中世日本研究所で、2
人の研究者にお会いした。神戸では、ある大学教授にお
会いした。教授は 2 つの比丘尼御所について掘り下げた
研究を行い、比丘尼御所制度全般について、また 2 つの
比丘尼御所のうちの 1 つの人的構造について、全般的背
景知識を提供されている。
　全体として、この学術交流は私にとって非常に素晴ら
しい機会となった。この交流は私の研究の方向性に大き
な影響を与えるものであった。私はこれからも駆け込み
寺と比丘尼御所の基礎構造について分析・詳述するとい
うテーマを追究し続け、近世日本の仏教および女性に関
する研究に貢献していきたい。
に値する資料がなかったため、尼寺には必ずしも関係の
ない仏教美術に焦点を置いた美術史的研究法による資料
から推論を引き出すしかなかった。そこで調査訪問の主
要な目的の 1 つには、比丘尼御所に関する日本語での研
究資料を出来る限り集めること、そして縁切り寺と東慶
寺についてより詳しい情報を集めることであった。調査
訪問のもう 1 つの目的は、近世日本の仏教における女性
について研究している教授と面会する機会を持ち、助言
を求めることであった。
3.	調査訪問の成果
　資料を集めることが調査訪問の主要な目的であった
が、研究分野の教授と面会できたことが、結果的にはよ
り大きな収穫となった。調査訪問の最初の週末、非常に
幸運なことに、私は東慶寺で高木 侃
ただし
教授とお会いし、
話を伺う機会を得た。高木教授は江戸時代の「離縁状」
に関してこれまでに多くの論文を執筆されている。また
法制史と併せて、幕府公認の 2 つの縁切り寺である鎌倉
の東慶寺と群馬の満徳寺についても研究されている。高
木教授からは、研究資料に関する助言を頂き、さらには
本コロムビア社に手紙を送りました。社史なども含む質
問も書かせていただきましたが、うまく伝えられなかっ
たかも知れません。
　そこで、私は非文字資料研究センターに到着して、先
生やチューターとお会いした際に、そのことも含め、私
の研究について相談しました。先生方からは、いくつか
アドバイスもいただき、日本コロムビア社に関する質問
については、訪問前に少し修正していきましょうとご提
案くださいました。
　そして、ついに、日本コロムビア社を訪問する日がやっ
てきました。日本コロムビア社の方々は、一生懸命私の
質問に答えようとしてくださいました。私の質問が複雑
だったため、多くの書籍の中から答えを探そうとしてく
ださいました。また、そこでは、最古の機械から最近の
機械まで、様々な機械を見せてくださいました。スタジ
オで、レコードの録音風景も見学させていただいたので
　こんにちは。フランスから来ましたカロリーヌ・ボア
シエと申します。パリ第７大学の 6 年生です。私は日本
の音楽産業について研究しています。博士論文は、日本
コロムビアというレコード会社についてですが、フラン
スの図書館ではなかなかそれに関する書籍等を見つける
ことができません。今回、研究者として、非文字資料研
究センターを訪問する機会に恵まれましたので、論文を
書き上げる道筋が見えてきました。
　日本コロムビアという会社は、日本では一番古いレ
コードレーベルになります。論文を書き上げるにあたっ
て、私は、日本コロムビア社の歴史と、レコードのテク
ノロジー発展が重要なポイントだと思っていますが、テ
クノロジーに関する研究は難しいのではないかと思いま
した。そこで、滞在の最後の研究発表に向けて、特にテ
クノロジーの発展について調査したいと思いました。
　まず、神奈川大学に来る前に、私はフランスから、日
念願の日本コロムビア訪問
Caroline Boissier
（パリ第７大学）
